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を維持 Lた例は8例で平均観察年数 4.5年と従来の経常

より予後良好であった,これらの症例は血清クレアチニ

ン値が 2.0mg/dl以上となった群 より尿蛋白慶,平均

頭頂三が有意に低値だったが Hb-A まC は両群をこ運を認め

なか一)た.血清 クレアチニン値 2.Omgf/dlを越えた後

では経過良好群で尿蛋白畳が着意に低値であったが経過

不良群との閲に血圧予Hb-斑Cには著明な差を認めなかっ

た .

7)､偶盲に重症 呼吸 器感激痛で入院 した糖尿病

症例仁一-八､二

糖尿病に盛症感親族が合併 Lたという報告は こ れ ま で

ここも左さ才汗二仇 ､L'lF.,-L∴いいても昭事tT(;二i隼5月 l F l か よ-I

平成元年 3月 Iuまでに,重症呼吸器感簸症を合併 し た

禎例を経験 したので鞄空音した.そのうち3例はいず れ も

1度教育 入院後外来で血酢 -lニトIL-,Ll勺辻十㌧;).秤

吸器症状を来 した後,急速に感染が遊行 し 致死的な洗

薬性肺魚および肺化膿症を来 Lたものであ-Jた.蝿碍 且

例は今圃入院加療中,高血糖をきた L,全身管理 と政 糖

管理の点で困難な問題が示 された.

文献約には起弼菌が Grト )が多いとされてい る が ,

今回は Gr(-)が 1例,GF.(+)が 3例であった 中

懐の合併症をあたぬ当院での呼吸器感染症患 者 の 臨 床

像,Å院日数で比較すると,やはり DM の感染 防 御 力

紙 r:,小fJ･1卜畑 ぐ‖mt)M llist-(I-hいゝtハ感染症 と 巨 こ早 期

に横棒的な治療を開始することが蚤要と思われた .

8)糖尿病性腎症制 海期別におけ る虚 血性心疾

患が)頻度

付､較 差Llj･ilWl 確志
再zJ)i必机 ･同 湖沌主人丁第 -両仲

田再 NH)I)M 患 君,ニト1､こト町 裾fJ!(.胸痛':l)左ト Nl-

1)1)＼;I患者('1)TIlS'_血粧 し､疾患ハ柳 生を検討 し上.力L法 Nト

DDM患者67名に-端､て糖尿病性腎症の病期を尿中アル

ブミン排港量の程度により3段階をこ分撃 して各段階にお

いて冠動脈硬化症の危険因子を比較検討 し,免荷心筋シ

ソ予にて虚血性心疾患の有無を検討 した.結果NIDDM

患者について高脂血症,高血圧,高尿酸血症については

有意差を認め macroに高い頻度で認めた.心筋虚血の

陽性率は各群にて高値を示 したが,心筋虚血の陽性率をこ

有意差は認められなかった.典型的な胸心痛の無い N才一

DDM患者において高血圧,高尿酸血症をこついて有意差

を認めた.心筋虚血の陽性率は microに高頻度であっ

ナ∴ 結果 l.典型的fc胸心痛の無し､糖尻病愚 鋸 ニ:TJLL､て

心跡F軌飢L7)陽性率は miLl･0こllubumil1Llr.iaL･7)(･ニi･')か nor-

mいこIlhunlinLIriこlに比べて有意に高値を･示した.2.111こ_I(､t-()ェ

IllhM11iTulriこlにおいて虚血性心疾患Lp')rd動脈硬化Lり危

険囚{･廿J:綿肺酎二なるか,虚InYrl.心疾患Lr)陽性率は miero-

こ1lllunlinuriこI.nOrn｡;.lil)umilluriこlLリヒ車なして有意差を

認めなかった.

9)粧保病 に 合併 し上EU用別杯坤L:う5桝
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ま鋸 原 則 の 重 安 さ を 示 唆 ず る 糖 尿病患 者の 且例
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ままj糖 尿 病 に お け る 運 動 療法 を試ふて
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糖尿病治療において,食事療法とと鮎にゥ運動療法は

大切である.

今晩 私達はチ運動療法が)麗造化をめざし, イy呆Ij

ソ非依存性糖尿病Å院患者1秒例を対象に運動療法を行い,

血粁 -1ント171-r乙t')L攻苦,:I_･:i/二〔')て酢:十I､愚.

の生活パタ-ンを詳細に聴取 し, 蓋い ､科への情報提供を

ナ~~1･:.. 'J,､打て甘 運動処jjに基-十 )･. ･FllHL,T.準備

運動 5'/)上 的力卜し-I::-ニケ5分. ∴ ′L二trト ー'1--3(卜

30分,合計 200-280ea且の運動 を行 う,蕊,プログラ

ムの経過車にその人の生活パタ--ンに即 した運動をとり

入れてき退院後 も無理な く継続できるようにした.

以上のことにより,患者に自信をもたせ,闘病意欲を

高札 血糖 ニ]ソトロ-ルの改善はもちろん,良い自己管

理へとつながった,


